社会教育をもっとわかりやすいものにするために by 薬袋 秀樹 & Minai Hideki
社会教育をもっとわかりやすいものにするために
著者 薬袋 秀樹
雑誌名 日本生涯教育学会年報
号 32
ページ i-viii
発行年 2011-11
URL http://hdl.handle.net/2241/114698
社会教膏をもっとわかりやすいものにするために
社会教育をもっとわかりやすいものにするために
はじめに
みな
薬袋 秀樹
(筑波大学)
筆者の専門領域は「公共図書館論j である。公共図書館は，社会教育分野
の一つの領域であるため，これまで，公共図書館について研究しつつ，関連
する社会教育の領域についても学習してきた。 1980年代に入ると，生涯学習
が注目されるようになり，社会教育は，生涯学習支援の中心的な役割を担う
ものとして位霊付けられた。このため，社会教育と共に，生涯学習について
も学習する必要が生じた。公共図書館の観点、から，社会教育と生涯学習につ
いて学習してきたが，社会教膏だけでも，範囲が広いため，その全体像を理
解することは難しかった。
社会教育は，一般市民のために行われるものであり，市民に利用してもら
わなければならないため，その内容を市民に理解してもらう必要がある。し
かし，一般市民が，社会教育という言葉を知ったとしても，その範屈が広く，
また，その具体的な内容は必ずしも明確でないため，その内容を理解するこ
とは難しいと思われる。
そこで，本稿では，一般市畏にとって，社会教育をもっとわかりやすいも
のにするにはどうすればよいか，その具体的な方法について考えたい。もし，
これができれば，行政担当者や研究者にも役立つはずである。そのための方
法として，本稿では，社会教育を学校教育や高等教青の分野と比較してみた
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い。他の分野と比較することによって，これまで社会教育の分野ではあまり
議論されていなかったと思われる点に気付くことがあるからである。
1 .学校教育，高等教育の特徴
社会教育は，教育学や教苔行政の一分野である。社会教育を所管している
文部科学省は，ほかに学校教苔や高等教育を所管しており，地方公共部体の
教育委員会はほかに学校教青を所管している。社会教育は，学校教育や高等
教育と並ぶ存在であり，比較されることも多いと思われる。その観点から，
まず，学校教育，高等教育の特徴について考えてみたい。
学校教育や高等教育の特徴は，教育という事業が主に学校や大学という単
一の施設の中で行われており，教員や生徒や学生は学校や大学に属している
ことである。このため，学校教育や高等教斉は学校や大学と結び、つけて捉え
られている。その影響は次の三点、に見られる。
第一に，学校教育や高等教育は学校や大学の中で行われているため，一般
の人々も具体的にイメージを持ちやすい。全国民が小中学校に通っており，
その他の学校や大学については，社会でさまざまな形で知る機会がある。
第二に，学校教育や高等教青では，活動内容を示す代表的な少数のデータ
(数値)がある。これは，学校教育や高等教育が単一の施設で行われており，
データの種類が少ないためである。学校教育では，学校数，生徒数，教員数，
学級数，高等教育では，大学数，学生・大学院生数，教員数，進学率等によっ
て把握することが容易である。
第三に，学校教育や高等教膏に携わっている人々は，学校や大学の中で活
動しているため，自分が学校教膏や高等教育に携わっていることを自覚しや
すい。これらの人々は，自ずと学校教育や高等教育について議論するため，
学校教育や高等教育について議論する機会が増える。
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2 .社会教育の特徴
これに対して，社会教育は，様々な場で行われている多様な領域の活動か
ら成り立っている。社会教育施設だけでも，公民館，図書館，博物館など何
種類もある。最も重要なことは，公共図書館における f読書」のように，社
会教育分野の様々な活動には，それぞれ独自の名称があることである。この
ため，社会教育分野の特定の領域で活動をしている人でも，それが社会教育
の一環であることを理解している人は少ない。したがって，自常生活の中で
社会教脊という言葉を用いることは少ない。
このことは，社会教育分野に対して，先に挙げた三つの点、で，どのような
影響をもたらしているのだろうか。
第一に，一般市民は，社会教育という言葉を聞くことが少ないため，社会
教育の内容を理解することが少ない。社会教育という言葉を知っていても，
その内容としては，自分の関わる領域とその周辺しか思い浮かばない。これ
は，社会教育の呉体的な内容が必ずしも明確でなく，文献等にも示されてい
ないためである。このため，社会教膏の椋広い内容は理解されにくく，実際
に果たしている役割も理解されにくい。
第二に，社会教育分野では，様々な場所で多様な種類の活動が行われてい
るため，多くのデータが並列する関係にあり，少数の代表的なデータを示す
ことが難しい。個別の活動のデータが示される場合が多く，社会教膏全体の
実態、を示すことができない。
第三に，社会教膏分野では，社会教育の重要な構成要素である図書館や博
物館の職員が，自分が社会教育に携わっているという認識を持っていないと
言われている(1)。これは，図書館や博物館以外の領域でも起こりえることで
ある。これらの施設の職員は，社会教育という言葉を用いることがきわめて
少ないため，それだけ社会教育は知られる機会が少なくなる。
このため，社会教育は，一般市民にとって，わかりにくいものになってい
ると考えられる。社会教育をもっとわかりやすいものにするためには，どう
すればよいのだろうか。三つの点それぞれについて考えてみたい。
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3 .社会教育をもっとわかりやすいものにするために
I)社会教育の具体的な内容を示す
まず，社会教育に関わっている一般市民に社会教育を正しく理解してもら
うことが必要で、ある。それには，第一に，社会教育の具体的な内容を示すこ
と，社会教育の様々な領域の活動を総合し，要約して示すことである。第二
に，社会教育の個々の領域に対して，それが社会教育の一環であることを示
すことである。つまり，社会教育とは何であるか，何が社会教育であるかを
示すことである。このうち一つを解決すれば，他の一つも解決される。
社会教育lこは，行政による社会教育と民間による社会教育があり，前者に
は，教青委員会によるものと首長部局によるものがある。民間による社会教
脊活動も多く，最近は， NPO等による自主的な学習活動が増えていると言
われている (2)。また，学習する主題や方法も多様で，変化している。できる
限り，これらの全体を把握する必要がある。
社会教育分野のさまざまな領域を包括して示すことによって，社会教育分
野内の領域の変化を把握することができる。ある領域では後退していても，
)5IJの領域では発展していたり，新しい領域が生まれたりしている場合があり，
これらの現状を把握することができる。
筆者は，これらの点を要約して示す簡単な資料があるとよいと思う。特に，
わかりやすく図解した資料があると，効果的である。社会教苔は多様な活動
から成り立っているため，その具体的な範罰を示すには，様々な活動を列挙
しなければならない。しかし，あまり多数を列挙すると，わかりにくくなる
ので，分類整理し要約する工夫が必要である。
2)社会教育を代表的なデータで表す
一つの活動分野や学問領域を外部の人々に理解してもらうには，その分野
全体でどの程度のニースeがあり，どの程度利用されているのかのデータを示
す必要がある。広く国民に社会教育を理解してもらうには，社会教育活動の
総監を示すわかりやすいデータが必要であろう。それは，行政や研究を行う
際にも必要である。社会教育分野全体の状況を示すデータがないと，社会教
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育全体の動向は理解しにくく，社会教育全体に関する評価や判断が難しい。
偲々の領域のデータは存在しており，それを集めた資料もある。必要なの
は，社会教膏活動の総量を示すデータをまとめることである。総量を示すデー
タをまとめる方法は二つある。一つは，個別の社会教膏事業に関する統計デー
タの全国集計を総合して，国民全体あるいは i人当たりの社会教育の利用状
況をまとめることである。他の一つは，社会教育事業ではなく，国民の活動
を測定することである。国民を対象に，社会教育に対するニーズがどれくら
いあるか，社会教育施設や事業がどれくらい利用されているかを調査するこ
とである。これによって，社会教育がどの程度行われているか，社会教膏の
内部における比重の変化を把握することができる。
必要なデータの相当部分は，文部科学省の「社会教育調査J(3)と内諾府の
f生涯学習に関する世論調査JWによって得られる。これらのデータで社会
教育の全体像を示せるかどうかを検討し，不足するデータがあれば，それを
指摘し，その上でデータを要約・整理して，わかりやすい形で示すことが必
要である。
3)社会教育の一員としての自覚を求める
司撃や学芸員が，自分を社会教育の一員と思っていないとすれば，その原
因は，社会教育一般に関する考え方や文献に接する機会が少ないことにある
と思われる。この背景としては，社会教育学と図書館学(図書館情報学)，博
物館学が別個に存在し，連携・協力が少ないこと，それぞれの施設や職員か
らなる各種の組織や発行する雑誌等が別個に存在し，同様に連携・協力が少
ないことが考えられる。実際，図書館関係の会合はほとんどが図書館関係者
の集まりである。
これは，客観的にみて非効率的なことである。社会教育のさまざまな領域
に携わっている織員は，それぞれ孤立していて，日常的な接触が少ない。こ
の結果，連携・協力が不十分になり，さまざまな蛮で損失をもたらしている。
そもそも，‘学習する人々は，学習に際して，図書館，公民館，博物館を別々
に切り離して利用するわけではない。一人の人間が，密書館で借りた本を読
み，公民館の講座で講師の話を聞き，博物館で歴史に関する史料を見るなど，
さまざまな方法を用いて学習し，それらを総合して考えるのである。その全
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体の広がりを理解していなければ，個別の施設で適切なサービスはできない
はずである。この点、を理解すれば，社会教育施設問の連携・協力の必要性は，
ずっと理解しやすくなるのではないだろうか。
この点、を是正するには，どうしたらよいのだろうか。司書や学芸員がもっ
と社会教脊について理解できるように，働きかけることが必要である。なぜ
図書館や博物館が社会教育の一員であり，図書館や博物館を社会教育の一環
であると捉えなければならないのか，社会教育において図書館や博物館はど
のような役割を持っているのかを明確に説明することが必要である。
このためには，先に述べた図書館や博物舘を含む社会教育の全体像を示す
ことが必要ではないだろうか。先に述べた，社会教苔の具体的な範囲が明確
でない，社会教育の全体像を示す代表的なデータが少ないなどの問題点、の解
決が必要である。
社会教育のように，様々な場所で多様な活動が行われている分野でも，そ
の全体像や具体的な範囲，あるいは，その活動の総量を明確な形で示す資料
があれば，さらに，個々の領域が社会教青において持っている意味が理論的
に説明されれば，社会教育全体に対する関心を持ちやすくなり，自分の領域
が社会教育の一部で、あることが理解しやすくなるのではないだろうか。
4)社会教育の全体像を研究する
このような問題提起を行っても，実行されることは少ないと思われる。な
ぜなら，専門家は，自分の専門領域の中心的な事柄に関心を持ち，研究者は
そのような事柄を研究しようとするからである。例えば，密書館学の領域で
は，研究対象の多くは図書館の運営やサービスなどの図書館の内部の事象で
ある。自分の専門領域の外部で起こっていることに対する関心は抵く，外部
との関係に関する研究は少ない。これは他の領域でも同様と思われる。
この原密の一つは，図書館学でも博物館学でも，教育の中心が専門職員を
養成することにあるためと考えられる。専門職員がまず学ばなければならな
いことは，施設の運営であり，利用者に対するサービスである。したがって，
自分の所属する分野の全体像の把握や他の領域との連携・協力は二の次にな
りやすい。
これに対する一つの解決策は，上記のような社会教育分野の全体像の把握
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を一つの研究領域として確立することである。社会教育学では，社会教育政
策という研究領域があるが，これは，あくまで政策の研究であり，その前段
階の研究領域として，社会教育分野の全体像の把握が必要ではないだろうか。
筆者は，ここで，経済学におけるミクロ(微授的)分析，マクロ(巨視的)
分析の概念、を用いてみたい (5)。
-ミクロ分析 (microanalysis) 
個々の経済主体，具体的には消撰者や生産者の経済行動に即して経済を分
析すること。これによって構成された経済学をミクロ経済学(micro輔
economics) という。
-マクロ分析 (macroanalysis) 
個々の経済主体の行動を離れ，それらが織りなす経済全体の集計量，たと
えば，所得，投資，貯蓄額などの間にどのような規則性と因果関係がある
のかを明らかにしようとすること。これによって体系化されたのがマクロ
経済学 (macroeconomics)である。
この定義から，社会教育にミクロ分析とマクロ分析の観点、を適用すること
は可能と思われる。社会教青のミクロ分析は，社会教膏の主体の最小単位で、
ある偲々の住民，団体や社会教予言施設を分析対象とし，個人の学習行動や個々
の施設や職員のサービスや運営を扱う。社会教育のマクロ分析は，個別の社
会教青活動を集計した一国の社会教育活動全体を扱う。具体的な内容として
は，社会教育活動の具体的な範囲はどこからどこまでか，全底的な社会教育
統計の指標はどうあるべきか，富民全体の社会教育における学習量はどの程
度で，どう変化しているか，実際の社会教育活動と社会教育政策や社会教育
財政の関係はどうなっているか等が考えられる。これは， 3の1)~ 3)で述
べたことに対応するものである。社会教青学や図書館学では，これまで，個々
の社会教湾施設や実践家や地方公共団体を扱うミクロ分析が多く，マクロ分
析は少なかったのではないだろうか。
このような研究領域を確立することによって，これらの点を恒常的に研究
する研究者を確保することができる。これによって，一般市民が社会教育の
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全体像を理解しやすくなり，社会教育行政を進める上で必要な理論と基礎的
なデータが確保できるであろう。
おわりに
本稿で論じたことをキャッチフレーズで表現すると， rこれが社会教育だj
「社会教育は(全部合わせると)こんなに利用されていますJrあなたも社会
教育の一員ですJr社会教育の全体像を研究しましょう」というものになるだ
ろう o 社会教青関係者から，このような発言があれば，社会教育はもっとわ
かりやすいものになるのではないだろうか。改めて，社会教育とは何かを考
えてみることを提案したい。
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